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【市民委員会組織図】
都和地区市民委員会の活動

福
祉
部

安
全
部

ス
ポ
ー
ツ
健
康
部

部
長　

田
中　

治
江

天
災
・
伝
染
病
・
戦
争
な
ど
か
つ
て

は
身
近
に
起
こ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
研
究

や
文
化
の
発
展
等
に
よ
り
遠
の
い
て
、

被
害
を
最
小
限
に
防
ぐ
こ
と
が
可
能
に

な
っ
た
と
思
わ
れ
て
き
た
。
人
間
の
思

い
上
が
り
を
た
し
な
め
て
い
る
よ
う
だ
。

こ
の
状
態
で
行
動
制
限
、
喪
失
感
、

不
安
感
な
ど
様
々
な
マ
イ
ナ
ス
因
子
が

多
く
な
っ
て
い
る
今
、
福
祉
部
と
し
て
、

よ
い
環
境
づ
く
り
の
お
手
伝
い
を
23
名

で
頑
張
り
た
い
。

　

福
祉
＝
満
足
す
べ
き
生
活
環
境

　
　
　
　
　
　
　
　
（
国
語
辞
典
）

部
長　

櫻
井　

裕
之

コ
ロ
ナ
で
２
年
間
、
活
動
休
止
の
状

態
で
し
た
が
、
今
年
は
、
収
束
の
兆
し

も
見
え
て
き
た
の
で
、
部
員
の
顔
合
わ

せ
も
兼
ね
、
２
ヶ
月
に
１
回
集
ま
り
、

他
ブ
ロ
ッ
ク
と
の
交
流
・
公
民
館
ま
つ

り
・
救
急
救
命
講
習
等
に
つ
い
て
話
し

合
い
を
始
め
た
矢
先
、
７
月
か
ら
急
激

部
長　

竹
内　

靖
揮

一
昨
年
度
、
昨
年
度
と
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
、
ス
ポ
ー
ツ
・

健
康
部
の
活
動
が
中
止
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
代
わ
り
に
感
染
予
防
対
策
と
し
て
、

足
踏
み
式
消
毒
液
ス
タ
ン
ド
を
各
小
中

学
校
へ
寄
贈
い
た
し
ま
し
た
。

本
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
状
況
に
よ
り
ま
す
が
、
例
年
開
催

さ
れ
て
い
た
都
和
地
区
奉
仕
作
業
、
公

民
館
ま
つ
り
、
都
和
地
区
歩
く
会
な
ど
、

安
全
に
配
慮
し
な
が
ら
活
動
を
検
討
い

た
し
ま
す
。

専　門　部　名 その他の事業

福     祉     部

◎ 地域福祉への参加・協力
◎ ふれあいネットワークへの
　 参加協力

安     全     部

◎ 交通安全思想の啓発・推進

◎ 防災・防犯活動

◎ 町内会自主防災組織への参加協力

スポーツ・健康部
◎ 各種スポーツ・レクリエーション
    活動
◎ 健康づくり・健康教室等の開催

◎ 地区体育協会事業への参加協力                                           

環     境     部

◎ ゴミの減量化・資源化運動

◎ 環境美化活動、水質浄化運動

◎ 花いっぱい運動

文  化  広  報  部

◎ 広報紙の発行（年２回）

◎ コンサートなど文化事業開催

◎ 公民館講座への参加、推進

◎ 市民憲章の啓発

青 少 年 育 成 部
◎ 地域と学校との連帯強化
  （総合学習への協力など）
◎ 非行防止キャンペーン等啓発活動

主な事業内容

・福祉施設への雑巾寄贈
・小地域お楽しみ会協力

・救命講習会の開催
・都和地区歩く会の協力

・都和地区いきいき健康体操
・都和地区歩く会の協力

・花壇の整備・管理
・清掃活動

・取材・編集会議
・ふれあいコンサートの開催
・広報紙発行（年２回）

・チャレンジクラブへの協力
・青少年健全育成運動

・奉仕作業の実施

・公民館まつりへの参加、
  協力 

・合同研修会の開催              

委
員
長
あ
い
さ
つ

長
谷
川　

昭

本
年
度
、
都
和

地
区
市
民
委
員
会

委
員
長
に
就
任
し

ま
し
た
。

私
も
約
15
年
程

前
に
安
全
部
員
と
し
て
、
市
民
委
員
会
活

動
に
参
加
い
た
し
ま
し
た
。
自
分
が
住
む

ま
ち
が
少
し
で
も
安
全
で
、
住
み
よ
い
ま

ち
に
な
る
よ
う
に
、
そ
の
手
助
け
に
な
れ

ば
と
い
う
気
持
ち
で
、
参
加
い
た
し
ま
し

た
。

各
専
門
部
の
皆
さ
ま
も
色
々
な
制
約
が

あ
る
な
か
で
の
活
動
で
す
が
、
市
民
委
員

会
の
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
皆
様
方

の
更
な
る
ご
支
援
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

な
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
と
な

り
、
先
行
き
が
不
透
明
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
と
り
あ
え
ず
は
、
感
染
に

注
意
を
払
い
な
が
ら
、
従
来
の
活
動
や

地
域
の
安
全
問
題
等
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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文
化
広
報
部

青
少
年
育
成
部

環
境
部

部
長　

清
藤　

雅
宏

今
年
は
活
発
に
活
動
す
べ
く
、
毎
月
委

員
会
を
進
め
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

菊
花
薫
る
季
節
、
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
ご
健
勝
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。

さ
て
、
こ
の
度
都
和
中
地
区
ス
ポ
ー
ツ

協
会
会
長
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
地
域
の
皆
様
方
に
は
日

頃
よ
り
、
協
会
の
行
事
に
ご
理
解
、
ご
協

力
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
ま
だ
ま
だ
予
断

を
許
さ
な
い
状
況
の
中
、
さ
ま
ざ
ま
な
行

事
が
中
止
さ
れ
た
り
縮
小
さ
れ
た
り
し
て

お
り
ま
す
が
、
そ
の
よ
う
な
中
だ
か
ら
こ

そ
、
日
頃
の
体
力
作
り
や
、
身
近
で
で
き

る
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
ん
で
い
た
だ
き
た
い

も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

皆
様
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
て
、

微
力
な
が
ら
こ
れ
か
ら
も
務
め
て
参
り

ま
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

部
長　

木
野
内　

完
治

今
年
度
も
、
当
部
が
管
理
し
て
い
る
花

壇
を
「
土
浦
市
ま
ち
づ
く
り
市
民
会
議
」

主
催
の
第
51
回
花
い
っ
ぱ
い
運
動
コ
ン

ク
ー
ル
に
参
加
、二
次
審
査
（
現
地
審
査
）

対
象
団
体
と
な
り
、
結
果
「
優
秀
賞
」
を

受
賞
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
部
員
の

皆
さ
ん
の
努
力
に
感
謝
。

公
民
館
ま
つ
り
で
は
、「
家
庭
で
の
食

品
ロ
ス
削
減
」
に
つ
い
て
の
啓
発
チ
ラ
シ

等
の
配
布
を
予
定
し
て
い
る
。

そ
の
他
、「
た
ば
こ
・
空
き
缶
・
マ
ス

ク
」
等
の
ポ
イ
捨
て
が
多
く
散
見
さ
れ
て

お
り
、ゴ
ミ
拾
い
の
活
動
を
予
定
し
ま
す
。

部
員
一
同
頑
張
っ
て
お
り
ま
す
。

ス
は
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
と
し
て
変
異
し
、
多

く
の
行
事
が
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
分
、「
つ
わ
の
風
」
40
号
は
今
ま

で
の
記
事
に
加
え
、
取
材
関
係
を
多
く

盛
り
込
む
こ
と
に
し
ま
し
た
。

内
容
は
、
市
民
委
員
会
活
動
計
画
と

抱
負
、
花
い
っ
ぱ
い
運
動
コ
ン
ク
ー
ル
、

チ
ャ
レ
ン
ジ
ク
ラ
ブ
の
前
半
分
、
同
好

会
紹
介
等
で
す
。

そ
し
て
、
ま
ち
の
話
題
と
し
て
、「
少

年
野
球
チ
ー
ム
の
活
動
状
況
」、
特
集
記

事
と
し
て
、「
水
耕
栽
培
み
つ
ば
」
を
載

せ
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

何
か
話
題
の
あ
る
方
は
事
務
局
ま
で

声
を
お
寄
せ
下
さ
い
。
面
白
く
読
ん
で

い
た
だ
け
る
内
容
と
す
る
べ
く
、
部
員

一
同
が
ん
ば
っ
て
お
り
ま
す
。

取材の様子

専門部会議を開催

部
長　

小
松
﨑　

猛
彦

今
年
度
も
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
、
あ
い

さ
つ
運
動
と
子
ど
も
夏
ま
つ
り
を
中
止

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

５
月
に
専
門
部
会
議
を
開
催
し
、
チ
ャ

レ
ン
ジ
ク
ラ
ブ
に
１
人
１
回
参
加
す
る

こ
と
を
決
め
、
こ
れ
ま
で
の
４
回
の
活

動
で
、
延
べ
28
人
の
青
少
年
育
成
部
員

に
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
後
も
コ
ロ
ナ
の
感
染
状
況
を
確
認

し
な
が
ら
、
活
動
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

奉
仕
作
業
を
行
い
ま
し
た

　

５
月
７
日（
土
）市
民
委
員
会
及
び
ス

ポ
ー
ツ
協
会
共
催
に
よ
り
奉
仕
作
業
を
行

い
ま
し
た
。
開
始
前
か
ら
雨
が
降
り
出

し
心
配
し
ま

し
た
が
、
都

和
小
、
都
和

南
小
、
都
和

中
、
都
和
公

民
館
に
分
か

れ
て
、
作
業

を
行
い
ま
し

た
。
コ
ロ
ナ

禍
の
中
、
ご

協
力
い
た
だ

き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

都
和
中
地
区
ス
ポ
ー
ツ
協
会

 

　
会
長
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

会
長　
　
　
　

　

原　
　

市
代



（4）

令和４年 11月１日第 40 号 つわの風

話題

都
和
ビ
ー
バ
ー
ズ
ス
ポ
ー
ツ

　
　
　
　
　
　
　
　

少
年
団

都
和
南
野
球
ス
ポ
ー
ツ

　
　
　
　
　
　
　

少
年
団

都
和
地
区
に
あ
る
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

野
球
に
ス
ポ
ッ
ト
！

監
督
に
伺
い
ま
し
た

結
成
は
昭
和
59
年
で
、
今
年
で
38
年
と

な
り
ま
す
。
少
年
野
球
を
通
し
て
子
ど
も

た
ち
の
健
全
育
成
を
図
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、基
礎
体
力
の
向
上
や
団
体
行
動
、

礼
儀
作
法
な
ど
を
身
に
着
け
る
こ
と
を
目

的
に
都
和
南
小
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
活

動
し
て
い
ま
す
。

学
校
周
辺
の
奉
仕
作
業
を
定
期
的
に
実

施
す
る
な
ど
、
地
域
活
動
も
行
っ
て
い

ま
す
。

今
年
度
は
、

「
第
39
回
茨

城
県
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
軟

式
野
球
大

会
」
に
お
い

て
、
県
大
会

へ
出
場
し
ま

し
た
。

　
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

こ
れ
か
ら
も
、
子
ど
も
た
ち
、
監
督
、

お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
の
頑
張
り
に
、
地

域
で
応
援
し
た
い
も
の
で
す
。

毎
年
開
催
し
て
い
る
土
浦
市
長
杯
に
出

場
し
て
い
ま
す
。

見
学
や
入
団
な
ど
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

今
年
で
創
設
49
年
目
を
迎
え
、
文
武
両

道
を
モ
ッ
ト
ー
と
し
、
日
々
子
ど
も
た
ち

の
健
全
育
成
に
務
め
て
お
り
ま
す
。

49
年
と
歴
史
の
あ
る
少
年
団
で
す
の

で
、
過
去
に
は
色
々
な
大
会
で
優
勝
や

県
大
会
、
関
東
大
会
出
場
の
実
績
も
あ

り
ま
す
。

近
隣
地
区
と
の
交
流
を
深
め
、
少
年
野

球
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
、
努
力
し
て
い
き
た

い
で
す
。

野
球
が
で
き
る
喜
び
と
楽
し
み

　

都
和
ビ
ー
バ
ー
ズ
杯

９
月
４
日
杉
本
大
会
会
長
の
も
と
、
近

隣
20
チ
ー
ム
の
参
加
で
安
藤
市
長
を
は
じ

め
多
く
の
列
席
者
に
応
援
の
言
葉
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

「
コ
ロ
ナ
禍
で
思
う
よ
う
に
練
習
が
出

来
な
か
っ
た
が
、
大
会
を
開
催
し
て
く
れ

た
こ
と
の
感
謝
の
気
持
ち
を
仲
間
と
野
球

が
出
来
る
喜
び
と
楽
し
み
を
胸
に
、
全
力

で
プ
レ
ー
し
ま
す
」
と
心
強
い
選
手
宣
誓

が
あ
り
ま
し
た
。

大
会
会
場
は
４
つ
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ

れ
で
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

『
魅
力
い
っ
ぱ
い
』

監
督
、
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
に
伺

い
ま
し
た
。

○�

一
年
の
練
習
始
め
は
筑
波
山
の
早
朝

登
山

○�

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
・
餅
つ
き
・
プ
ー
ル

等
の
行
事

○
学
年
が
違
っ
て
も
絆
が
あ
る

○
野
球
の
仲
間
が
い
る
の
が
好
き

○�

仲
間
へ
の
思
い
や
り
や
気
遣
い
が
で

き
る

○�

年
代
が
替
わ
っ
て
も
帰
れ
る
場
所
・

心
の
拠
り
所

○
昭
和
、
平
成
、
令
和
と
感
謝
で
す

○
野
球
を
や
っ
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う

○
親
子
２
代
で
楽
し
ん
で
い
る

○
監
督
さ
ん
が
見
守
っ
て
く
れ
る

○�

子
ど
も
た
ち
の
性
格
や
体
力
に
一
人

ひ
と
り
寄
り
添
い
育
て
る

○�

子
ど
も
た
ち
も
野
球
も
好
き
だ
か
ら

続
け
ら
れ
る

今
回
は
、
常
磐
高
速
土
浦
北
イ
ン
タ
ー

の
東
側
中
都
町
に
あ
る
２
０
０
０
坪
の
広

大
な
温
室
を
訪
問
し
ま
し
た
。

ブ
ラ
ン
ド
名
「
天
の
川
み
つ
ば
」
を
量

産
し
て
い
る
JA
・
都
和
み
つ
ば
部
会
の
一

員
で
あ
る
栁
澤
ご
夫
婦
に
そ
の
育
成
・
生

産
状
況
の
苦
労
談
を
伺
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
地
は
、
弥
生
時
代
の
稲
作
発
祥
の
地

の
1
つ
で
あ
る
天
の
川
流
域
に
あ
た
り
、

40
年
前
か
ら
「
天
の
川
み
つ
ば
」
を
栽
培

し
て
い
ま
す
。

糸
み
つ
ば
は
、（
ジ
ャ
パ
ン
ハ
ー
ブ
と

言
わ
れ
）
日
本
特
有
の
野
菜
で
す
。
正
月

の
お
せ
ち
料
理
に
使
わ
れ
る
こ
と
で
有
名

産
地
紹
介

茨
城
一
生
産
の

　「天
の
川
み
つ
ば
」
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こ
の
人 

ご
存
じ

　
　
　

89
歳
、
未
だ
現
役
！

　
　
　

ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
技
師今

回
の

「
こ
の
人
ご

存
じ
」
は
、

並
木
四
丁
目

在
住
の
内
田

光
男
さ
ん
で

す
。内

田
さ
ん

は
、
永
年
地

区
長
、
交
通

安
全
業
務

等
々
社
会
貢
献
を
さ
れ
る
ご
多
忙
な
中
、

趣
味
の
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
を
日
々
楽
し

ま
れ
て
い
ま
す
。

『
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
の
資
格
は
、
５
段

階
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。
資
格
（
免
許
）

は
総
務
省
内
関
東
総
合
通
信
管
理
局
が

行
っ
て
お
り
ま
す
。

国
家
試
験
は
、
第
４
級
・
第
３
級
・
第

２
級
・
第
１
級
に
分
か
れ
て
お
り
、
送
信

出
力
も
４
級
は
10
ワ
ッ
ト
、
３
級
は
50

ワ
ッ
ト
、
２
級
は
100
ワ
ッ
ト
、
１
級
の
１

キ
ロ
ワ
ッ
ト
と
な
り
、
１
級
の
１
キ
ロ

ワ
ッ
ト
は
、
ご
近
所
様
の
同
意
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

無
免
許
で
発
信
す
る
と
、
法
律
違
反
と

な
り
ま
す
。
日
本
と
同
じ
く
各
国
に
は
、

ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
連
盟
が
あ
り
、
交
信
証

の
送
付
等
を
無
料
で
行
っ
て
い
ま
す
。

私
が
最
初
に
始
め
た
の
は
、
土
浦
第
一
高

等
学
校
に
て
科
目
の
物
理
で
、
化
学
・
地
学

に
分
か
れ
て
い
て
、
地
学
部
に
席
を
お
き
、

天
文
・
気
象
・
電
気
等
を
学
び
ま
し
た
。

電
波
は
、
地
球
上
の
電
離
層
に
反
射
し
、

南
米
ブ
ラ
ジ
ル
・
南
極
の
越
冬
隊
と
も
交
信

し
、
太
平
洋
を
ヨ
ッ
ト
で
１
人
米
国
に
行
く

堀
井
さ
ん
等
と
交
信
で
き
た
こ
と
が
印
象
に

残
っ
て
お
り
ま
す
。

国
に
収
め
る
電
波
使
用
料
は
、
年
間
300
円

で
す
。
災
害
発
生
時
に
使
用
す
る
無
線
は
、

都
和
地
区
、常
名
地
区
を
除
き
、海
抜
23
メ
ー

ト
ル
と
高
台
で
関
東
ロ
ー
ム
層
で
被
害
が
あ

り
ま
せ
ん
。

無
線
の
楽
し
い
と
こ
ろ
は
、
声
で
し
か
予

想
で
き
な
い
人
達
と
の
会
話
で
す
。
外
国
の

方
も
呼
ん
で
き
て
く
れ
ま
す
。
片
言
の
英
語

で
、
会
話
の
内
容
は
相
手
方
の
信
号
強
度
等

で
、
他
人
様
の
誹
謗
中
傷
は
当
た
り
前
で
す

が
禁
じ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

電
離
層
は
不
思
議
な
も
の
で
、
日
本
で
は

昼
間
発
生
す
る
電
離
層
と
夜
間
だ
け
発
生
す

る
電
離
層
等
で
交
信
を
行
い
ま
す
。
気
象
学

で
学
ん
だ
時
の
自
作
の
風
向
計
・
風
速
計
が

役
に
立
っ
て
お
り
ま
す
。

ア
ン
テ
ナ
に
つ
い
て
は
、
周
波
数
に
よ
っ

て
違
い
、
外
国
と
の
交
信
は
、
銅
線
・
八
木

ア
ン
テ
ナ
を
使
用
し
ま
す
。
土
台
と
な
る
タ

ワ
ー
は
３
段
階
の
ク
ラ
ン
ク
ア
ッ
プ
タ
ワ
ー

型
で
す
。
高
さ
は
、30
メ
ー
ト
ル
上
が
り
ま
す
。

し
か
し
、
現
在
は
風
圧
等
の
関
係
で
15

メ
ー
ト
ル
に
止
め
て
あ
り
ま
す
。
タ
ワ
ー
は

愛
知
県
か
ら
の
回
送
搬
入
で
費
用
は
150
万
円

で
し
た
。
八
木
ア
ン
テ
ナ
は
外
国
に
よ
っ

て
異
な
り
ま
す
の
で
取
付
ア
ン
テ
ナ
に
よ

り
色
々
で
す
。
無
線
機
等
の
機
器
類
は
、

約
50
万
円
で
し
た
。

次
世
代
の
方
々
は
、
ス
マ
ホ
世
代
な
の

で
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
を
楽
し
ん
で
い
る
の

は
、
も
っ
ぱ
ら
高
齢
者
の
方
が
多
い
よ
う

で
す
。私
は
１
キ
ロ
ワ
ッ
ト
送
信
局
で
す
。

並
木
四
丁
目
行
政
に
つ
い
て
、
平
成
２

年
に
地
区
長
と
な
り
、
約
10
年
間
従
事
い

た
し
ま
し
た
。
そ
の
間
、
町
内
、
近
隣
の

道
路
、
上
下
水
道
の
大
規
模
改
良
を
行
い

ま
し
た
。
一
部
は
、
町
内
住
民
の
方
、
不

在
地
主
等
、
市
役
所
が
四
丁
目
の
公
図
を

法
務
局
で
取
得
し
て
下
さ
り
、
本
業
で
あ

る
農
作
業
を
休
み
、同
意
書
集
め
を
行
い
、

町
内
の
95
％
が
完
成
し
ま
し
た
。
３
丁
目

地
区
内
、
並
木
児
童
公
民
館
が
あ
る
亀
城

稲
荷
神
社
後
ろ
か
ら
地
下
1.5
メ
ー
ト
ル
に

雨
水
排
水
用
ヒ
ュ
ー
ム
管
を
都
和
公
民
館

ま
で
敷
設
し
た
こ
と
な
ど
。
当
時
は
、
120

世
帯
で
現
在
が
230
世
帯
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
は
す
べ
て
の
皆
様
の
協
力
が
あ
っ

て
の
賜
物
と
感
謝
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

平
成
26
年
、
市
役
所
か
ら
推
挙
し
て
下

さ
り
、
天
皇
陛
下
よ
り
皇
居
に
て
勲
章
を

い
た
だ
く
事
が
で
き
ま
し
た
。』

原
稿
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
も
お
元

気
で
ご
活

躍
く
だ
さ

い
。

で
す
が
、
茶
わ
ん
蒸
し
や
、
恵
方
巻
に
入

れ
る
等
、
一
年
中
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

栁
澤
さ
ん
の
み
つ
ば
は
、
水
耕
栽
培

で
、
非
常
に
清
潔
な
環
境
と
、
広
大
な
土

地
で
新
鮮
な
み
つ
ば
が
量
産
出
来
ま
す
。

種
か
ら
育
て
ま
す
が
、
最
初
は
、
緻
密

に
育
て
、
大
き
く
な
っ
て
き
た
ら
、
間

隔
を
明
け
た
パ
ネ
ル
に
植
え
替
え
、
効

率
的
に
育
て
ま
す
。

温
室
は
、
光
・
温
度
・
湿
度
・
炭
酸

ガ
ス
濃
度
、
及
び
水
質
中
の
栄
養
素
濃

度
も
自
動
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
、
24
時
間
、

一
年
間
を
通
し
て
適
切
な
環
境
を
作
り

出
し
ま
す
。

水
耕
栽
培
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
そ
の
よ
う

な
環
境
管
理
と
合
わ
せ
、
雑
草
も
出
さ
ず

に
、
春
夏
の
害
虫
、
秋
冬
の
病
気
に
対
し
、

農
薬
を
極
最
小
限
に
抑
え
、
清
潔
に
生
産

で
き
る
こ
と
で
す
。

ま
た
、
地
域
貢
献
と
し
て
時
間
フ
リ
ー

で
働
け
る
体
制
、
身
体
障
害
者
も
働
け
る

体
制
を
取
っ
て
い
ま
す
。

部
会
で
は
年
間
40
万
ケ
ー
ス
の
生
産
を

し
安
定
し
た
供
給
を
し
て
ま
す
。

新
鮮
で
、お
い
し
い
「
天
の
川
み
つ
ば
」

を
召
し
上
が
っ
て
下
さ
い
。



チ
ャ
レ
ン
ジ
ク
ラ
ブ
は
、
い
ろ
い
ろ
な

体
験
活
動
を
通
し
て
、
お
子
様
の
創
造
力

を
伸
ば
す
と
と
も
に
、
異
年
齢
の
小
集
団

活
動
を
通
し
て
、
思
い
や
り
の
心
や
協
調

性
・
忍
耐
力
等
を
育
む
事
を
目
的
に
、
年

度
始
め
に
小
学
校
を
通
し
て
、
募
集
し
て

い
ま
す
。

令
和
４
年
度
の
活
動
は
、

チ
ャ
レ
ン
ジ
ク
ラ
ブ
三
つ
の
約
束

・
元
気
な
あ
い
さ
つ

・
仲
間
を
大
切
に

・
何
に
で
も
チ
ャ
レ
ン
ジ

の
も
と
、
ク
ラ
ブ
員
16
人
が
参
加
し
、
青

少
年
育
成
部
員
25
人
が
協
力
し
て
い
ま

す
。
青
少
年
育
成
部
で
は
、１
人
１
回
は
、

一
緒
に
楽
し
く
活
動
す
る
こ
と
を
目
標
と

し
て
い
ま

す
。

　

第
１
回

開
講
式
か

ら
第
４
回

ま
で
の
子

ど
も
た
ち

の
感
想
等

を
ご
紹
介

し
ま
す
。

（6）
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チ
�
レ
ン
ジ
ク
ラ
ブ
の
活
動
報
告

チ
�
レ
ン
ジ
ク
ラ
ブ
の
活
動
報
告

第
51
回
花
い
っ
ぱ
い
運
動

コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
団
体
紹
介

ま
ち
づ
く
り
の
実
践
を

　
　
　
　

た
た
え
る
表
彰

【
地
域
の
部
】

土
浦
市
長
賞

　
　

東
並
木
町
健
康
ク
ラ
ブ

優
秀
賞

　
　

西
並
木
町
健
康
ク
ラ
ブ

　
　

並
木
一
丁
目
健
康
ク
ラ
ブ

　
　

都
和
地
区
市
民
委
員
会
環
境
部

　
　

都
和
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

【
学
校
の
部
】

土
浦
市
ま
ち
づ
く
り
市
民
会
議
議
長
賞

　
　

土
浦
市
立
都
和
南
小
学
校

土
浦
市
長
賞

　
　

土
浦
市
立
都
和
小
学
校

表彰式が行われました

花壇に水源が無いため、
猛暑の中での水やりに苦
労しましたが、健康クラ
ブ員の協力と管理で、市
長賞を受賞することがで
きました。

土作りをしっかり行い、種から
丹精込めて世話をして今年は立
派に草花が育ちました。管理員
さんを中心に「チームみなみ」一丸
となって取り組み、花いっぱいに
なりました。

急激な猛暑で葉焼けとなる
など厳しい環境のなかで成
長してくれた花 の々花壇で、
市長賞をいただけたことに
感謝です。

土
浦
市
ま
ち
づ
く
り
市
民
会
議
で
は
、

地
域
に
お
け
る
奉
仕
活
動
、
環
境
美
化
活

動
、
青
少
年
育
成
活
動
な
ど
、
地
域
の
た

め
に
長
年
尽
力
し
、
多
大
な
功
績
を
あ
げ

て
い
る
方
や
団
体
を
表
彰
し
て
い
ま
す
。

表
彰
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

 

団
体
の
部

都
和
一
・
四
丁
目
敬
和
会

　
　

環
境
美
化
・
奉
仕
活
動
11
年
間

集
会
所
の
清
掃
や
花
壇
の
手
入
れ
を
定

期
的
に
行
い
、
花
い
っ
ぱ
い
運
動
に
も
積

極
的
に
参
加
し
て
い
る
。
ま
た
、
カ
ラ
オ

ケ
会
や
体
操
を
実
施
し
、
周
辺
住
民
と
の

交
流
の
場
を
提
供
し
て
お
り
、
感
謝
さ
れ

て
い
る
。

並
木
三
丁
目
婦
人
会

　
　

防
災
・
奉
仕
活
動
29
年
間

並
木
町
児
童
公
民
館
の
清
掃
を
定
期
的

に
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
自
主
防
災
活
動

を
積
極
的
に
行
い
、
地
域
住
民
よ
り
感
謝

さ
れ
て
い
る
。

中
都
サ
ロ
ン

　
　

環
境
美
化
・
奉
仕
活
動
８
年
間

中
都
集
落
セ
ン
タ
ー
内
の
花
壇
整
備
や

草
取
り
、清
掃
を
定
期
的
に
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
体
操
や
講
演
会
、
見
学
会
な
ど
を

通
じ
て
老
若
男
女
の
絆
を
強
め
、
支
え
合

い
、
助
け
合
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
活
動

し
て
い
る
。
令
和
２
・
３
年
度
は
コ
ロ
ナ

禍
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
感
染
対
策
を
心
が

け
活
動
を
行
っ
て
お
り
、
地
域
住
民
か
ら

感
謝
さ
れ
て
い
る
。

ま
ち
か
ど
キ
ラ
リ
賞
（
今
年
度
新
設
）

デ
ザ
イ
ン
や
試
み
に
特
色
が
あ
り
、
規

模
は
大
き
く
な
い
が
応
援
し
た
く
な
る
花

壇
を
表
彰
し
ま
す
。

　
　

 

小
山
崎
子
ど
も
会
育
成
会

子どもたちが「花」をモチー
フにしたデザインを考えま
した。猛暑の中、交代し
ながら水まきと管理を行
いました。



〇
６
月
18
日（
土
）

第
２
回 

卓
球
を
覚
え
て
試
合
を
し
よ
う

都
和
南
小 

５
年 

横
山　

孝
太
朗

最
後
の
あ
い
さ
つ
は
よ
く
で
き
た
。
友

だ
ち
と
仲
良
く
で
き
ま
し
た
。
卓
球
で
バ

ケ
ツ
を
ね
ら
っ
て
入
れ
る
ゲ
ー
ム
は
楽
し

か
っ
た
。

都
和
南
小 

６
年 

吉
田　

礼

卓
球
を
し
て

生
活
習
慣
を
見

直
そ
う
と
思
い

ま
し
た
。
去
年

や
っ
た
時
は
よ

く
動
け
た
の
に
、

今
年
は
、
す
ぐ

疲
れ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
で
も

卓
球
は
と
て
も
楽
し
く
久
し
ぶ
り
に
い
っ

ぱ
い
体
を
動
か
せ
た
の
で
良
か
っ
た
と
思

い
ま
す
。

都
和
小 

５
年 
北
原　

大
暉

卓
球
を
や
っ
て
み
て
お
も
し
ろ
か
っ
た

で
す
。
力
を
入
れ
す
ぎ
た
り
、
サ
ー
ブ
ミ

ス
を
し
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
勝
っ
て
も

負
け
て
ど
っ
ち
で
も
よ
か
っ
た
の
で
楽
し

く
で
き
ま
し
た
。

を
水
に
入
れ
て
ふ
る
と
泡
が
せ
っ
け
ん
に

な
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

都
和
小 

５
年 

日
野　

輝
大

ヒ
ノ
キ
と
か
た
く
さ
ん
の
植
物
が
み
ら

れ
て
楽
し
か
っ
た
で
す
。

都
和
南
小 

６
年 

関　

杏
凪

森
林
体
験

に
参
加
し

て
、
木
の
種

類
が
よ
く
わ

か
っ
た
。
木

で
面
白
か
っ

た
名
前
は

「
さ
る
す
べ

り
」
で
す
。

一
番
楽
し

か
っ
た
の
は
熱
帯
植
物
園
で
い
ろ
い
ろ
な

動
物
、
魚
や
植
物
が
見
れ
て
楽
し
か
っ
た

で
す
。

都
和
南
小 

６
年 

塚
崎　

安
未

森
林
体
験
で
は
知
ら
な
い
こ
と
が
一
杯

あ
り
び
っ
く
り
し
た
。
丸
太
切
り
体
験
で

は
、
み
ん
な
で
「
頑
張
っ
て
」
な
ど
と
声

を
か
け
活
動
で
き
ま
し
た
。

　
　
　
　

都
和
小 

５
年 

染
谷　

朋
樹

友
だ
ち
と
協
力
し
て
行
動
で
き
ま
し

た
。
講
師
先
生
の
話
を
よ
く
聞
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。都

和
小 

６
年 

三
辺　

実
咲

プ
ラ
ン
タ
ー
作
り
で
私
的
に
す
ご
く
い
い

の
が
作
れ
た
の
で
と
て
も
よ
か
っ
た
で
す
。

都
和
小 
６
年 

朝
日　

空

お
弁
当
持
ち
で
食
べ
る
こ
と
が
で
き
て

〇
７
月
３
日（
日
）

第
３
回 

森
林
体
験

都
和
南
小 

５
年 

澤
井　

若
葉

た
く
さ
ん
の
木
の
名
前
を
覚
え
て
楽
し

か
っ
た
。
プ
ラ
ン
タ
ー
や
丸
太
を
切
っ
た

り
し
て
、
作
る
こ
と
を
学
ん
だ
。
木
の
実

〇
７
月
31
日（
日
）

第
４
回 

カ
ヌ
ー
に
挑
戦

日
差
し
が
強
い
猛
暑
の
中
、
霞
ヶ
浦
の

ラ
ク
ス
マ
リ
ー
ナ
に
集
合
し
て
講
師
の
方

か
ら
カ
ヌ
ー
の
操
作
な
ど
教
え
て
も
ら

い
、
２
人
乗
り
の
カ
ヌ
ー
に
乗
り
、
波
の

穏
や
か
な
港
内
か
ら
出
発
し
ま
し
た
。

カ
ヌ
ー
の
パ
ド
ル
を
は
じ
め
て
操
作
し

て
、
戸
惑
っ
て
い
た
子
ど
も
た
ち
で
す

が
、
練
習
を
重
ね
る
と
上
手
に
操
縦
で
き

る
よ
う
に
な
り
、
土
浦
新
港
に
向
か
っ
て

漕
ぎ
だ
し
て
、
無
事
に
往
復
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

青
少
年
育
成
部

員
の
皆
さ
ん
に
も

お
手
伝
い
を
い
た

だ
き
、
楽
し
く
体

験
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

〇
５
月
14
日（
土
）

開
講
式
・
親
子
で
笑
い
ヨ
ガ

都
和
小 

４
年 

三
辺　

明
音

親
子
で
ヨ
ガ
が
で
き
、
親
子
で
笑
顔
に

な
っ
て
楽
し
く
で
き
た
。

都
和
小 
６
年　

貝
瀬　

諒
光

最
初
は
嫌

だ
っ
た
け

ど
、
お
母
さ

ん
と
一
緒
に

ヨ
ガ
を
し

て
、
二
人
で

笑
っ
て
す
ご

く
楽
し
か
っ

た
。

都
和
南
小 

５
年 

枝
川　

啓
介

笑
う
事
（
ホ
ホ
ホ
、
ハ
ハ
ハ
）
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
。
み
ん
な
で
じ
ゃ
ん
け

ん
が
楽
し
か
っ
た
で
す
。

都
和
南
小 

５
年 

青
山　

杏
奈

先
生
の
話
を
よ
く
聞
い
て
、
お
母
さ
ん

と
た
く
さ
ん
笑
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

緊
張
し
て
た
の
に
だ
ん
だ
ん
楽
し
く
活
動

で
き
ま
し
た
。
今
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

都
和
小 

４
年 

西
田　

悠
華

あ
い
さ
つ
は
間
違
え
た
こ
と
も
あ
っ
た

け
ど
、
よ
く
で
き
た
。
じ
ゃ
ん
け
ん
な
ど

で
た
く
さ
ん
の
人
と
じ
ゃ
ん
け
ん
で
き
た

の
は
楽
し
か
っ
た
。

都
和
小 

５
年 

小
笠
原　

彼
方

と
て
も
面
白
く
て
い
っ
ぱ
い
笑
え
る
よ

う
に
な
っ
た
。

嬉
し
か
っ
た
で
す
。

プ
ラ
ン
タ
ー
作
り
を
や
っ
て
楽
し
か
っ

た
で
す
。
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フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
都
和

都
和
公
民
館
で
始
め
て
約
20
年
に
な

り
ま
す
。
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
は
主
に
欧

米
の
楽
曲
で
、
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
て
踊

り
ま
す
。

新
し
い
ダ
ン
ス
を
覚
え
る
こ
と
は
、

脳
も
活
性
化
す
る
と
思
い
ま
す
。

日
常
を
離
れ
て
気
分
転
換
す
る
こ
と

が
で
き
て
、
運
動
に
も
な
り
ま
す
。
メ

ン
バ
ー
と
の
な
に
げ
な
い
会
話
で
笑
顔

に
も
な
れ
ま
す
。

毎
週
月
曜
日
の
10
時
か
ら
12
時
で
活

動
し
て
い
ま
す
。

「
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
」
試
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

公
民
館
主
催
の
講
座
か
ら
「
押
し
花

同
好
会
」
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
、
現
在

に
至
っ
て
お
り
ま
す
。
月
１
回
木
曜
日

午
前
中
の
教
室
で
す
。

先
生
を
は
じ
め
、
お
花
好
き
の
メ
ン

バ
ー
６
人
で
押
し
花
作
品
を
作
り
、
楽

し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

大
切
に
育
て
た
庭
の
花
々
、
道
端
の

花
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
花
々
も
押
し
花
に

な
り
ま
す
。

作
品
を
作
る
楽
し
さ
、
出
来
た
時
の

喜
び
と
感
動
を
、
ご
一
緒
に
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

見
学
、
入
会
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

令
和
４
年
４
月
の
人
事
異
動
に
よ
り
、

都
和
公
民
館
に
赴
任
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

都
和
地
区
の
皆
様
に
は
、
い
つ
も
温
か

く
接
し
て
い
た
だ
き
、
心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

公
民
館
は
、
地
域
住
民
の
皆
様
の
様
々

な
活
動
の
拠
点
と
し
て
非
常
に
重
要
な
施

設
で
あ
り
、
ま
た
そ
の
運
営
に
あ
た
っ
て

は
、
職
員
と
住
民
の
皆
様
と
の
協
力
関
係

が
欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ
る
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
住
民
の
皆
様

が
よ
り
快
適
に
活
動
で
き
る
よ
う
努
め
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
ご
協
力
の

ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

 

押
し
花
同
好
会

  

お
知
ら
せ

「
都
和
公
民
館
ま
つ
り
」は
、
12
月
４

日（
日
）に
開
催
し
ま
す
。

・
花
苗
、
野
菜
等
の
即
売
会
・
福
祉
の
店
等

・
公
民
館
利
用
団
体
の
作
品
展
示

　
　

11
月
19
日（
土
）
～
12
月
４
日（
日
）

※
模
擬
店
で
の
飲
食
は
行
い
ま
せ
ん
。

な
お
、
感
染
状
況
に
よ
っ
て
は
、
内

容
を
変
更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

（8）
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７
月
か
ら
８
月
に
か
け
て
、
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
陽
性
者
が
急
増
し
、

活
動
が
充
分
に
出
来
な
い
状
況
で
し
た

が
、
文
化
広
報
部
も
、
密
を
避
け
て
月

１
回
の
編
集
会
議
を
和
気
あ
い
あ
い
と

行
っ
て
い
ま
す
。
今
回
の
40
号
で
は
、

体
育
祭
な
ど
予
定
し
て
い
た
行
事
が
中

止
に
な
り
、
そ
の
分
チ
ャ
レ
ン
ジ
ク
ラ

ブ
の
コ
ー
ナ
ー
を
２
ペ
ー
ジ
に
渡
っ
て

子
ど
も
た
ち
の
体
験
し
た
感
想
文
を
掲

載
し
ま
し
た
。

ま
た
、
少
年
野
球
チ
ー
ム
や
ア
マ
チ
ュ

ア
無
線
、
み
つ
ば
の
水
耕
栽
培
に
お
い

て
は
、
部
員
が
分
担
し
て
現
場
を
訪
れ

て
関
係
者
の
方
々
に
お
話
を
聞
き
、
取

材
を
通
し
て
色
々
な
事
を
学
び
取
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。

皆
様
に
少
し
で
も
お
伝
え
出
来
れ
ば

幸
い
で
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
ご
多
忙
中

に
も
関
わ
ら
ず
取
材
に
協
力
し
て
下

さ
っ
た
栁
澤
ご
夫
婦
を
は
じ
め
、
都
和

ビ
ー
バ
ー
ズ
の
杉
本
監
督
、
都
和
南
野

球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
大
木
監
督
、
ア

マ
チ
ュ
ア
無
線
家
の
内
田
さ
ん
、
そ
し

て
原
稿
依
頼
に
快
く
応
じ
て
下
さ
っ
た

皆
様
方
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

編
集
後
記

同 

好 

会 

紹 
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